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1.携帯電話番号の需要について 
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ご質問 ご回答 

1-1 

現状、携帯電話番号を利用するM2M
サービスとして、どのようなサービ
スを提供しているか。 

・別紙1のとおり、主にモジュール型端末を利用したサービス 

 を提供しています。 

1-2 

今後、携帯電話番号を利用するM2M
サービスの需要の伸びをどのように
想定しているか。 

• 弊社では、現行の伸びが続くものと想定しています。 

• 従いまして、総務省殿が想定されているとおり※平成30年頃
に指定可能な携帯電話番号が不足すると考えられます。 

※第13回番号政策委員会 配布資料13-2 スライド7 

• 番号需要の伸びをもたらす可能性としては、M2M番号につい
てはIoT、M2Mが、携帯電話番号についてはMVNOの普及な
どが想定されます。 

1-3 

今後、M2Mサービスを除く携帯電話
番号の需要の伸びをどのように想定
しているか。 



2.M2M専用電話番号について 
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ご質問 ご回答 

2-1 

携帯電話網を利用するM2Mサービス
にM2M専用番号を設けることについ
て、どのように考えるか。 

• M2Mなど、突発的に大量に番号が必要となるサービスに対し、
一般番号の指定基準と異なる番号帯及び新たな指定基準を設
けることが望ましいと考えます。 

• ただし、M2M専用番号を導入後、既に導入しているユーザの
番号変更を行わなければならない場合、大きなインパクトが
生じます。このようなことが生じないよう、柔軟な運用がで
きることが必要と考えます。 

2-2 

M2M専用番号を設ける場合、どのよ
うな番号又は識別子及び桁数が良い
と考えるか。 

以下はM2M専用番号帯を設ける前提で述べさせていただきます。
（固定系事業者としても同意見） 
 
• 固定及び携帯事業者の網改修、既存ユーザへの設備インパク
ト、及び対応に要する期間※を考慮し、現行の0A0番号で11
桁が適当と考えます。 
※対応完了前に070番号が枯渇しないよう留意が必要。 
※既オープン番号(020,060)の利活用の検討が適当。 

• M2M専用番号は一般の携帯番号に比べて用途が限られるため、
１種指定設備との相互接続を必須としないなど、いくつかの
点で指定要件の緩和が検討可能と考えます。 

• ユーザの設備等に大きな影響が生じる恐れがあるため、既存
ユーザの番号変更は回避すべきと考えます。 

2-3 

M2M専用番号を設ける場合、携帯電
話事業者間又は携帯電話事業者以外
の電話事業者との間でどのような影
響又は留意すべき事項はあるか。 

2-4 

M2M専用番号を設ける場合、現に利
用している利用者への影響をどのよ
うに考えるか。利用者保護の観点か
らどのような方策が考えられるか。 



2.M2M専用電話番号について 
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ご質問 ご回答 

2-5 
M2M専用番号の指定基準についてど
のように考えるか。 

• M2M市場では短期間に多量の番号リソースがユーザに求めら
れるなど、実績需要から傾きを求めて算出する従来方式があ
てはまらないケースが考えられるため、これらの特需に対応
できるような指定基準の導入が望まれます。（別紙2参照） 

2-6 

スウェーデンでは固定電話網で利用
するM2M専用番号を設けているが、
どのように考えるか。 

• 現時点において特に必要とは考えていません。 



3.携帯電話番号の枯渇対策について 
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ご質問 ご回答 

3-1 

携帯電話番号の枯渇対策として電気
通信番号指定基準を見直す場合、ど
のような影響又は留意すべき事項は
あるか。 

• 現状携帯電話契約数は増加傾向にあり、MVNOの普及によっ
てさらに増加する可能性もあります。 

• 最近の番号利用実績※も踏まえると、突発的需要にも対応で
きるよう、特需による指定或いは番号を利用可能となるまで
のリードタイムの短期化などの柔軟な対応も選択肢の一つと
考えます(別紙3参照）。 
※春に指定を受けた番号が利用可能となる時期（毎年12月
ごろ）に使用率が80%程度に達する。 

3-2 

将来的な携帯電話番号の枯渇対策と
して、どのような方策が考えられる
か。 

• 新規0A0番号の導入、番号桁数の桁増しなどの対策が考えら
れます。 

• Ｍ2Ｍについては、ITU-T等で検討されているとおりプライ
ベート番号、新識別子の導入、桁増し等の方策が考えられま
すが、これらについては番号の消費状況を踏まえ、技術開発、
標準化などの動向を注視し、継続検討とすることが適当と考
えます。 










